
年度　授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

教科書
配布資料

［事前学習］前回授業の
確認（20分）［事後学習］
授業の復習（40分）

外科で扱う疾患、麻酔、臓器移植（西村）

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

中枢神経系の仕組みと働きと疾患を理解できる

各コマに
おける

授業予定
中枢神経系の仕組みと働き、疾患（西村）

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

呼吸器系の仕組みと働き、疾患を理解できる

各コマに
おける

授業予定
呼吸器系の仕組みと働き、疾患

川端　良幸
実務経験と

その関連資格
医療・教育の現場に携わっており、養成校にて講義もしくは国家試験対策
講座にて講義・指導を行っていた。

科  目  名

医療福祉総合学科

基礎医学Ⅱ（外科系）

科　目　区　分

臨床医学Ⅱ－外科　（建帛社）

外科で扱う疾患、外科領域疾患の診断と治療、手術をを行う診療科、小児疾患の診断と治療、産科・産婦人科、皮膚科など

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

普通教室水曜日2限1年 教室名

私たちの地域生活と社会福祉の関係について学んでいきましょう。日ごろから社会福祉に関わる情報には着目し、それらを
取り巻く社会情勢にも関心をもっておいてください。

担 当 教 員

使用教材

教科書
配布資料

授業以外での準備学習
の具体的な内容

［事前学習］P.2-5（20
分）［事後学習］授業の
復習（40分）

第
5
回

第
2
回

教科書
配布資料

［事前学習］前回授業の
確認（20分）［事後学習］
授業の復習（40分）

第
3
回

教科書
配布資料

［事前学習］前回授業の
確認（20分）［事後学習］
これまでの講義内容をま
とめる（40分）

内　　　容

外科で扱う疾患について理解できる
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

教科書
配布資料

［事前学習］前回授業の
確認（20分）［事後学習］
授業の復習（40分）

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

循環器系の仕組みと働き、疾患を理解できる

2024

基礎分野 授業の方法 講義演習

授業時数(単位数)必修

・事前学習は前回の授業の内容確認、事後学習は当日の授業の復習。

本試験（70％）、出席（20％）、学習姿勢（10％）

第
4
回 各コマに

おける
授業予定

循環器の仕組みと働き、疾患

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

消化器系の仕組みと働き、疾患を理解できる

各コマに
おける

授業予定
消化器の仕組みと働き、疾患



講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

皮膚科について理解できる

各コマに
おける

授業予定
皮膚科

各コマに
おける

授業予定
小児疾患の診断と治療①

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

小児疾患の診断と治療について理解できる

各コマに
おける

授業予定
小児疾患の診断と治療②

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

産科・婦人科について理解できる

各コマに
おける

授業予定
産婦人科

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

胆管系、膵臓、脾臓の仕組みと働き、疾患を理解できる

各コマに
おける

授業予定
肝臓、胆嚢、膵臓、脾臓の仕組みと働き、疾患

第
15
回

教科書
配布資料

［事前学習］前回授業の
確認（20分）［事後学習］
本講義の内容を総括し
てまとめる（40分）

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

乳腺、内分泌の仕組みと働き、疾患を理解できる

各コマに
おける

授業予定

教科書
配布資料

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

教科書
配布資料

［事前学習］前回授業の
確認（20分）［事後学習］
これまでの講義内容をま
とめる（40分）乳腺、内分泌の仕組みと働き、疾患

［事前学習］前回授業の
確認（20分）［事後学習］
授業の復習（40分）

第
8
回

教科書
配布資料

［事前学習］前回授業の
確認（20分）［事後学習］
授業の復習（40分）

第
9
回

教科書
配布資料

［事前学習］前回授業の
確認（20分）［事後学習］
授業の復習（40分）

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

泌尿器系の仕組みと働き、疾患

各コマに
おける

授業予定
泌尿器系の仕組みと働き、疾患

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

整形外科、筋・骨格系の仕組みと働き、疾患など理解できる

各コマに
おける

授業予定
筋・骨格系の仕組みと働き、疾患、リハビリテーション

第
10
回

教科書
配布資料

［事前学習］前回授業の
確認（20分）［事後学習］
授業の復習（40分）

第
11
回

教科書
配布資料

［事前学習］前回授業の
確認（20分）［事後学習］
これまでの講義内容をま
とめる（40分）

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

耳鼻咽喉科について理解できる

各コマに
おける

授業予定
耳鼻咽喉科（耳、鼻、口腔、咽頭、喉頭）

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

眼科について理解できる

各コマに
おける

授業予定
眼科（目の仕組みと働き、眼の疾患など）

第
14
回

教科書
配布資料

［事前学習］前回授業の
確認（20分）［事後学習］
授業の復習（40分）

第
12
回

教科書
配布資料

［事前学習］前回授業の
確認（20分）［事後学習］
授業の復習（40分）

第
13
回

教科書
配布資料

［事前学習］前回授業の
確認（20分）［事後学習］
授業の復習（40分）

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

小児疾患の診断と治療について理解できる


